
第５回お話楽習会   総会 おはなし会 

～ 遠野の民話 ～ 

2008 年 5 月 25 日（日）15:00～16:30 

江東区深川江戸資料館（地下レクホール）   参加者 36名 

～ プログラム ～ 

 

～第１部～ 
 

「なまくらトック」   『愛蔵版おはなしのろうそく２』（東京こども図書館）  小林 啓子   

「小さなこげた顔」   『アメリカのむかし話』（偕成社） 吉田美佐子  

「転生」  志賀直哉 作 三田村慶春 

 

～第２部～ ゲストの語り 遠野の民話 

工藤さのみさん  

（とおの昔話語り部・「いろり火の会」会長） 

（題名） （内容） 

「座敷童子」 橋のたもとで出逢った子どもは長者孫左衛門家から出て行ったざしきわら

しだった。孫左衛門家はヘビを殺したために落ちぶれていく。  

「まよいが」  川下に流れてきた桐の花や赤い椀。流れてきた先を求めて川上へ行くと一

軒の家があり…  

「おしら様」 愛し合った娘と馬は死んでしまうが、蚕がもたらされた。 

「神楽舞」 耳のない権現様のおはなし。神楽のときに獅子が頭にかぶりつくと幸運が

来る謂れ話。  

「遠野三山」 三人の娘神が三つのやまの守り神になった話。  

「南部小雀」 泥棒でも親孝行はするという話。  

 


